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﹃
新
座
﹄
の
起
源
は
、
八
世
紀

頃
、
新
羅
人
の
帰
化
僧
等
を
中
心

に
し
て
、
現
在
の
和
光
市
（
新
倉

辺
）
に
移
住
さ
せ
て
「
新
羅
郡
」

を
置
き
、
中
世
に
は
新
座
郡
又
は

新
倉
郡
と
書
き
「
に
い
く
ら
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
今
の
野
火
止
地
区
を
新
座
（
し

ん
ざ
）
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
、
一
七
一
七
年
に
郡
名
を
「
新

座
（
に
い
ざ
）」
と
統
一
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
新
座
市
は
、
昭
和
三
〇

年
に
新
座
町
が
誕
生
し
、
昭
和
四

五
年
に
市
制
施
行
に
あ
た
り
「
新

座
市
」
と
な
り
ま
し
た
。

地
名
で
は
「
野
火
止
」
が
古
く

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
初
期
、
六
歌
仙
の

一
人
在
原
業
平
が
そ
の
著
書
「
伊

勢
物
語
」
の
武
蔵
野
を
旅
し
た
時

＂�

若
草
の
つ
ま
も
こ
も
ら
ぬ
冬
さ

れ
に
、
や
が
て
も
か
ゝ
る
野
火

止
の
塚
。
こ
れ
を
過
ぎ
て
、
ひ

ざ
を
り
（
朝
霞
市
膝
折
）
に
は

べ
り
、
云
々
─
─
─
＂

と
あ
り
ま
す
。
今
、
野
火
止
塚
は

平
林
寺
境
内
に
あ
り
ま
す
。

野
火
止
と
い
う
地
名
の
由
来
は

新
羅
人
が
新
座
の
地
に
住
み
つ
き

朝
鮮
の
火
田
法
を
用
い
て
武
蔵
野

の
荒
野
の
草
原
を
焼
き
、
そ
の
灰

を
肥
料
と
し
た
農
業
の
名
残
か
又

は
春
の
野
焼
き
に
、
そ
こ
に
あ
っ

た
古
墳
が
野
火
の
見
張
り
台
に
使

わ
れ
、
こ
の
辺
り
で
野
火
を
止
め

た
の
で
し
ょ
う
。

又
「
伊
勢
物
語
」
十
二
段
に
、

＂�

む
か
し
男
あ
り
け
り
、
人
の
娘

を
盗
み
て
武
蔵
野
へ
連
れ
て
行

く
ほ
ど
に
、
盗
人
な
り
け
れ
ば

国
の
役
人
に
追
わ
れ
、
女
を
草

む
ら
の
中
に
置
き
て
逃
げ
た
り

け
り
。
追
人
は
こ
の
野
に
盗
人

が
居
る
と
て
火
を
つ
け
ん
と

す
。
女
わ
び
て

「
武
蔵
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ

若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ

我
も
こ
も
れ
り
」

（
今
日
だ
け
は
、
ど
う
か
武
蔵

野
を
焼
か
な
い
で
下
さ
い
。
夫

と
私
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
）
と
詠
ん
だ
の
を
聞
き
て

女
を
捕
ら
え
て
共
に
連
れ
去
っ

た
。＂
と
、
娘
が
野
火
を
止
め

た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

新
座
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
「
野

火
止
」
と
「
平
林
寺
」
が
全
国
的

に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
戦
前
の

国
定
教
科
書
「
小
学
読
本
」
に
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

﹃
東
京
の
西
北
数
里
に
野
火
止

と
い
う
処
が
あ
る
。
今
は
埼
玉
県

北
足
立
郡
大
和
田
町
に
属
し
て
い

る
が
、
見
渡
す
限
り
打
ち
続
く
畠

の
間
に
は
、
森
あ
り
丘
あ
り
、
家

あ
り
、
流
れ
あ
り
、

春
は
菜
の
花
、
麦
の
緑
。
秋
は

す
す
き
の
波
、
雑
木
の
紅
葉
。

武
蔵
野
の
面
影
が
今
に
残
っ
て

見
る
か
ら
に
野
趣
に
満
ち
た
眺
め

で
あ
る
。

昔
こ
の
付
近
一
帯
は
、
彼
の
知

恵
伊
豆
と
い
わ
れ
た
松
平
信
綱
の

領
地
で
、
彼
の
菩
提
寺
「
平
林
寺

も
此
の
野
火
止
に
あ
る
─
─
─
﹄

野
火
止
地
区
は
、
一
六
四
七
年

に
松
平
信
綱
が
受
領
し
、
川
越
か

ら
農
家
五
五
戸
を
開
拓
農
民
と
し

て
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
荒
れ
果
て

た
野
火
止
台
地
に
多
摩
川
の
水
を

引
い
て
農
耕
の
で
き
る
土
地
に
す

る
た
め
開
削
さ
れ
た
「
野
火
止
用

水
路
」
は
、
信
綱
が
江
戸
の
用
水

で
あ
る
玉
川
上
水
を
完
成
さ
せ
た

功
に
よ
り
、
多
摩
川
分
水
の
う
ち

江
戸
へ
七
分
、
野
火
止
へ
三
分
の

水
利
権
を
得
て
、
小
平
市
小
川
村

か
ら
新
河
岸
川
へ
至
る
全
長
二
十

五
キ
ロ
の
用
水
路
で
す
。

野
火
止
地
区
は
標
高
が
高
い
台

地
な
の
で
、
深
い
井
戸
を
掘
り
、

底
の
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
特

殊
な
工
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
螺
旋
形
の
下
り
路
を
掘

っ
て
水
を
汲
み
上
げ
る
方
法
で
、

「
か
た
つ
む
り
」
に
似
た
形
か
ら

「
ま
い
ま
い
ず
の
井
戸
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
都
下
下
羽
村
町
に
「
五

の
神
ま
い
ま
い
ず
の
井
戸
」
が
文

化
財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
火
止
用
水
の
完
成
で
、
田
地

も
ひ
ら
か
れ
て
野
火
止
二
〇
〇
石

の
地
が
二
〇
〇
〇
石
と
な
り
ま
し

た
。残

念
な
こ
と
に
、
用
水
も
昭
和

の
開
発
に
よ
り
ド
ブ
川
と
化
し
、

橋
が
な
く
な
り
、
至
る
処
埋
め
ら

れ
て
道
路
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
、
新
座
の
人
々
は
「
よ

み
が
え
れ
野
火
止
用
水
」
を
合
言

葉
に
運
動
を
起
こ
し
、
市
や
県
に

て
本
流
の
保
存
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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